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演能空間の構成とその理念 
―「弘化勧進能絵巻」復元研究― 
 
STRUCTURE AND IDEA OF THE PLACE PERFORMING A NOH  
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The purpose of this study is restore of Noh stage, which it is draw in “Koka Kanjin-Noh Emaki”.  
Koka Kanjin-Noh was a performance by hosho-dayu that carried out in koka 5(1848) year. I analyze the 
various scenes depicted in “Koka Kanjin-Noh Emaki”, it reveals the place performing a noh.    
Finally, I want to create a CG by using the results of the analysis. By utilizing computer graphics, models to 
grasp the place performing a noh. 
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１． はじめに 
『弘化勧進能絵巻』は、弘化 5(1848)年の宝生大夫によ
る一世一代勧進能<弘化勧進能>の記録である。『弘化勧
進能絵巻』は、運営に関わった名主・斉藤月岑によって
描かれたが、その原本は現存せず、複数の写本が残され
ている。絵巻には、興行場全体の平面や様々な視点から
の絵が描かれるが、眺めるだけでは、空間として捉える
ことはできない。 
本研究の目的は、『弘化勧進能絵巻』（野上記念法政
大学能楽研究所所蔵）に描かれた演能空間を建築学の観
点から考察・検証により、復元することである。能舞台
だけでなく、観客席である桟敷席に至る空間とともに楽
屋等の付属施設含んだ演能空間全体を図面化し、最終的
には CG 化を行うことで江戸時代に成立した仮設の演能
空間を紐解きたい。 
 
２． 一世一代勧進能の興行地 
（１）場所を読み解く 
弘化勧進能絵巻の復元にあたり、はじめに興行が行わ
れた「場」についてみていく。江戸幕府お抱えの能役者
が一代に一度願い出て、公許を得る一世一代勧進能。観
世・金春・宝生・金剛と江戸初期に新興した喜多流とい
った四座一流を幕府は召し抱えていた。一世一代勧進能
は六度執り行われたといわれる。 
本節では、寛延度以降の四度の一世一代勧進能を対象
とする。そのふたつの場所に共通する要素として、境界・
水辺・寺と御成・火除地が挙げられる。 
a) 境界 
郭内と郭外、外濠、武家地と町人地、古町、そういっ
た境の生ずる部分に興行地は位置し、境の内外ではコン
トラストが生まれる。さらに見附がそのコントラストを
強調する。見附には、境の顕在化だけでなく、興行場へ
誘う舞台装置としての役割も担っていた。演能空間への
入口に見附があったことでより非日常性は高まったもの
であると考える。 
b）水辺 
古くから、見世物小屋は水辺とともに存在した。事の
起こりは、水辺――河原が芸能のような下賎とされた職
種のものを許容する地であったことに始まる。つまり、
原初、芸能ごとは自然の水辺で行われた。しかしながら、
一世一代勧進能は外濠という人工的な水辺かつ都市の内
部であるということが中世期に行われた見世物とは異な
る。水辺という場は継承しつつ、大都市江戸での興行は、
河原ではなく火除地という水辺に接した場が選ばれたと
言える。 
c）寺と御成 
江戸城から見て、鬼門である艮（北東）と裏鬼門であ
る坤（南西）に方角にふたつの火除地は存在した。寛永
寺と増上寺は鬼門・裏鬼門を封じるため、ふたつの方位
に位置し、幕府とゆかりの深い菩提寺であった。菩提寺
であったことから、将軍の御成が年に数度行われた。御
成の時に通る道筋を御成道といい、筋違橋と幸橋はその
ルートに含まれていた。御成の沿道は、権威を象徴する
ものであった。幕府の公認が無ければ開催することはで
きない一世一代勧進能ならではの場所ということができ、
同じ芸能でも芝居はいわゆる悪所と称される場にしか建
つことを許可されず、同時代の中の芸能であるふたつが
全くの正反対の場で興行されていたことは興味深い。 
d）火除地 
火除明地は、盛り場となったものも多くあったが、筋
違橋・幸橋御門外の火除地の管理が普請方にあり、明地
の境界が明白で秩序だった利用がされていたため、巨大
な演能空間を計画することが可能であった。加えて、そ
の周辺の広小路は賑わいもあったからなおさら都合がよ
い。火除地は一世一代勧進能という限られた期間だけ祭
りの場になった。 
筋違橋御門外周辺は弘化勧進能が成功を納めた後に、
筋違橋御門外火除地に芝居小屋ができ、花街となった。
弘化勧進能によって、この地はさらに遊興空間としての
位置を高めたと言える。 
（２）興行地の敷地境界 
弘化勧進能の敷地は、古地図史料から江戸間であった
ことが明らかとなった。 
 
３．演能空間の建築的復元 
興行場の空間を役者が能を「演ずる」、観客が能を「観
る」、興行を「運営する」といった三つに分けて、興行場
の様相を示す。 
 
図１ 弘化勧進能興行地 全体復元図 
 
舞台は、先行研究で最高格の能舞台・江戸城表舞台と
ほぼ同格であったと明らかになったが。さらに、本研究
では、組物や鏡板といった細部についても格の高さを窺
い知ることができた。見所ついては、座席の格により設
えや混雑具合も全く異なる。楽屋のなかにも、役者によ
る格の違いが室の大きさや設えに反映されていた。演能
空間は、すべてにおいて「格」を重視しており、江戸時
代という厳しい身分社会の縮図であったと言えよう。 
それぞれの空間において「神」というワードも共通し
てあがり、能楽のはじまりから江戸時代に至っても、神
とはつながりの深い芸能であったと言える。 
 
４．復元的考察から浮かび上がる演能空間 
（１）身分による動線計画 
敷地内の動線も席ごとに明確に分かれ、それらが混線
することはほとんどなかった。やはりここでも格によっ
て動線の運ばれ方が大きく異なった。中でも上桟敷と下
桟敷ではそれが顕著に表れた。 
（２）CGでの復元 
 
図２ 弘化勧進能舞台から桟敷 CG 
 
５．結論 
一世一代勧進能筋違橋御門外と幸橋御門外でたびたび
催行され、そのふたつの場は、「境界」、「水辺」、「寺
と御成」、「火除地」という要素を有している点で共通
していた。 
弘化勧進能の敷地の基準単位は、江戸間であったと明
らかとし、興行場空間を役者が能を「演ずる」、観客が
能を「観る」、興行を「運営する」といった三つに分け
て、興行場の様相を示し、すべてにおいて「格」を重視
しており、江戸時代という厳しい身分社会の縮図であっ
たと言えよう。 
演ずる・観る・運営する空間において「神」というワ
ードも共通してあがり、能楽のはじまりから江戸時代に
至っても、神とはつながりの深い芸能であったと言える。
当時の庶民にとっては、手軽な楽しみとして芝居や浄瑠
璃などがあり、能楽は遠い存在であった。それにも関わ
らず、連日多くの人が興行場には押し寄せていた。幕府
の公許のもと行われる一世一代のお祭り騒ぎであったこ
とが察せられ、祭りには神がかかせない。また、「遊興」
「神」「格」などが演能空間には反映され、相互が作用し
て弘化勧進能は、後世まで伝わる評判を集めたと言える。 
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